




（参考）
　平成29年3月期の個別業績予想（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

　　　　　　　　（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無　：　有

　

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円　銭

通期 105,300 △ 0.5 17,500 △ 0.5 21,000 15.7 10,600 30.1 11.53

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
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１. 当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間（平成 28 年４月１日から平成 28 年９月 30 日まで）におけるわが国経済は、新興国経済の減

速の影響などにより、輸出・生産面に鈍さがみられたものの、所得・雇用環境の改善もあり、緩やかな回復基調が続きまし

た。 

こうした状況下、当社及び当社グループでは、「名鉄グループ中期経営計画～ＰＬＡＮ１２３～」における「『積極的な

事業展開』と『強固な経営基盤の確立』の両輪で、新たな成長のステージに向けて前進する」という基本方針のもと、積極

的な営業活動と効率的な経営に努めました。 

当第２四半期連結累計期間の営業収益は 2,922 億 92 百万円（前年同期比 0.4％減）となり、営業利益は 233 億 39 百万円

（前年同期比 5.3％増）、経常利益は 245 億 32 百万円（前年同期比 11.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は 151

億 81 百万円（前年同期比 46.1％増）となりました。 

 

セグメント別の業績概況は、次のとおりであります。 

 

①（交通事業） 

鉄軌道事業につきましては、当社では、都市計画事業の一環として高架化工事を引続き進めるなど、安全面の強化に努め

ました。また、一部特別車特急車両 2200 系、通勤型車両 3150 系及び 3300 系を導入したほか、訪日外国人旅行者の利用が

多い名鉄名古屋駅・中部国際空港駅などの主要駅や、ミュースカイ・特急特別車の車内で利用できる無料Ｗｉ－Ｆｉサービ

ス「ＭＥＩＴＥＴＳＵ ＦＲＥＥ Ｗｉ－Ｆｉ」を開始するなど、お客さまサービスの向上を図りました。営業施策面では、

人気ゲームソフト「逆転裁判」と提携した「逆転裁判６ ミステリーラリー ～友好の証～ 名鉄編」を開催したほか、沿

線地域と連携した観光キャンペーンを引続き実施するなど、旅客の需要喚起に努めました。 

バス事業につきましては、名鉄バス㈱では、本年３月から増便した「セントレアリムジン」の利用が好調に推移したほか、

名鉄観光バス㈱では、名古屋を起点に高山や白川郷を巡るバスツアーを、本年４月から実施し、インバウンド対応の強化に

努めました。 

タクシー事業につきましては、当社グループのタクシー会社 17 社で「ｍａｎａｃａ」をはじめとする交通系電子マネー

の決済端末機を、本年４月から順次導入するなど、利便性の向上に取組みました。 

交通事業の営業収益は、鉄軌道事業で輸送人員が増加したことなどにより、831 億 98 百万円（前年同期比 0.6％増）、営

業利益は、増収に加え、燃料費の減少などもあり、126 億 97 百万円（前年同期比 1.5％増）となりました。 

 

②（運送事業） 

トラック事業につきましては、名鉄運輸㈱では、本年４月に信州名鉄運輸㈱を完全子会社化し、より強固な連携体制を構

築するとともに、日本通運㈱との資本業務提携により事業領域の拡充を図りました。また、関東圏での積極的な営業活動を

展開するため、路線ネットワークの重要拠点として、千葉県野田市に「野田支店」を新設しました。 

海運事業につきましては、太平洋フェリー㈱では、３代目「いしかり」の就航５周年記念キャンペーンを行うなど、旅客

の利用促進に努めました。 

運送事業の営業収益は、海運事業で台風の影響により欠航が相次いだことなどもあり、648 億 34 百万円（前年同期比 2.0％

減）となりましたが、営業利益は、燃料費の減少などもあり、34 億 77 百万円（前年同期比 4.4％増）となりました。 
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 ③（不動産事業） 

不動産賃貸業につきましては、名鉄協商㈱では、関東地区における駐車場事業などの拡大を図るため、本年９月に「関東

支社」を新設し、営業力の強化に努めました。 

不動産分譲業につきましては、当社では、分譲団地「名鉄陽なたの丘 蒼空(そら)の街」の販売を引続き進めました。 

不動産事業の営業収益は、駐車場事業で駐車場数が増加したことやマンションの販売引渡戸数が増加したこともあり、389 

億 76 百万円（前年同期比 4.7％増）、営業利益は、増収に加え、分譲収支が改善したこともあり、47 億 41 百万円（前年同 

期比 32.4％増）となりました。 

 

④（レジャー・サービス事業） 

ホテル業につきましては、㈱名鉄グランドホテルでは、「名鉄グランドホテル」の「カジュアルダイニング アイリス」

と「スカイラウンジ２０３」のリニューアル１周年を記念したキャンペーンを行うなど、集客力向上に努めたほか、㈱名鉄

犬山ホテルでは、「名鉄小牧ホテル」の客室リニューアルを順次行うなど、サービスの向上を図りました。また、名鉄イン

㈱では、本年３月に東京にオープンした「名鉄イン浜松町」などで、ビジネス・観光利用が堅調に推移しました。 

観光施設につきましては、㈱名鉄インプレスでは、「南知多ビーチランド＆南知多おもちゃ王国」において物販店「ホエ

ールショップ」をオープンしたほか、「日本モンキーパーク」においてレジャープール「水の楽園モンプル」の大規模リニ

ューアルを実施するなど、施設の魅力向上に努めました。㈱名鉄レストランでは、本年２月に新東名高速道路岡崎サービス

エリアにオープンした「お土産処 三州岡崎宿」が好調に推移しました。また、㈱メイフーズでは、食品原材料の内製化を

進めるため、「瀬戸工場」を新設するなど、収益性向上に取組みました。 

レジャー・サービス事業の営業収益は、ホテル業では新規出店などにより増収となりましたが、観光施設事業や旅行業の

減収などの影響もあり、274 億 19 百万円（前年同期比 1.0％減）、営業利益は８億 26 百万円（前年同期比 29.6％減）とな

りました。 

 

⑤（流通事業） 

百貨店業につきましては、㈱名鉄百貨店では、低糖質食品などを集めた売場「めいてつローカーボ生活」をオープンする

など、新規顧客の獲得に取組みました。 

その他物品販売につきましては、名鉄産業㈱では、「ファミリーマートエスタシオ」の名鉄名古屋駅下りホーム店や名鉄

大同町駅店をオープンするなど、収益力の向上に努めました。 

流通事業の営業収益は、百貨店業での減収や原油価格下落による石油販売の減収などの影響で、643 億４百万円（前年同

期比 4.0％減）となりましたが、駅店舗事業の増収が寄与し、営業利益は前年同期に比べ１億 88 百万円増加し、１億 95 百

万円となりました。 
 

⑥（その他の事業） 

その他の事業につきましては、設備・保守整備事業の受注増加などにより、営業収益は 331 億 49 百万円（前年同期比 1.7％

増）となりましたが、航空事業における費用の増加などもあり、営業利益は 11 億 15 百万円（前年同期比 12.7％減）とな

りました。 
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（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末においては、総資産が前連結会計年度末に比べ 64 億 83 百万円増加しております。これは主

として、保有株式の時価下落などにより投資有価証券が 36 億 76 百万円減少した一方で、流動資産その他のうち有価証券が

79 億 97 百万円増加したことなどによるものであります。 

また、負債の部は前連結会計年度末に比べ 47 億 77 百万円減少しております。これは主として、有利子負債が全体で 31

億 56百万円増加した一方で、支払等により支払手形及び買掛金が 148億 78百万円減少したことなどによるものであります。 

純資産は前連結会計年度末に比べ 112 億 60 百万円増加しております。これは主として、保有株式の時価下落などにより

その他有価証券評価差額金が 33 億 84 百万円減少した一方で、利益剰余金が 106 億 29 百万円、非支配株主持分が 30 億 28

百万円増加したことなどによるものであります。 

また、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ 43 億 29 百万円増加し、

212 億 51 百万円となりました。営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が増加したことなどに

より前年同期に比べ 50 億 33 百万円増加し 229 億 96 百万円となり、投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の売

却による収入が減少したことなどにより 8 億 81 百万円減少し△182 億 36 百万円となりました。また、財務活動によるキャ

ッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出が増加したことなどにより 41 億 42 百万円減少し△４億 15 百万円となり

ました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成29年３月期の通期の連結業績予想につきましては、第２四半期までの業績等を踏まえ検討した結果、営業収益は

6,050億円（前期比0.8％減）、営業利益は413億円（前期比7.9％減）、経常利益は417億円（前期比6.0％減）と前回公表

時（平成28年８月８日）よりそれぞれ見直しいたします。なお、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、前回

公表時（平成28年８月８日）より変更しておりません。 

個別の業績予想につきましては、営業利益は175億円（前期比0.5％減）、経常利益は210億円（前期比15.7％増）と前回

公表時（平成28年５月10日）よりそれぞれ見直しいたします。なお、営業収益及び当期純利益につきましては、前回公表

時（平成28年５月10日）より変更しておりません。 

業績予想につきましては、発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因に

よって予想数値と異なる場合があります。 
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２. サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  

該当事項はありません。 

    

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

一部の連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」

（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附   

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

なお、これに伴う当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

 

（４）追加情報  

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四半期連結会

計期間から適用しております。 
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（４） 四半期連結財務諸表に関する注記事項

　（継続企業の前提に関する注記）

　　　　該当事項はありません。

　（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　　　該当事項はありません。

　（セグメント情報等）

　　【セグメント情報】
　　　Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 （単位：百万円）

交 通 事 業 運 送 事 業 不動産事業
レジャー・
サ ー ビ ス
事 業

流 通 事 業
そ の 他 の
事 業
（ 注 ） １

合 計
調 整 額
（ 注 ） ２

四半期連結
損益計算書
計 上 額
（ 注 ） ３

81,519 65,944 33,756 26,924 61,436 23,770 293,351 － 293,351

1,150 213 3,486 767 5,570 8,810 19,998 △ 19,998 －

82,669 66,158 37,242 27,692 67,007 32,580 313,350 △ 19,998 293,351

12,514 3,332 3,581 1,175 6 1,277 21,887 279 22,166

（注）１.「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、以下の事業セグメントを含んで

　　おります。　

　　　設備の保守・整備、航空事業、ビル管理メンテナンス業、保険代理店業等

２.セグメント利益の調整額279百万円は、セグメント間取引消去額であります。

３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 （単位：百万円）

交 通 事 業 運 送 事 業 不動産事業
レジャー・
サ ー ビ ス
事 業

流 通 事 業
そ の 他 の
事 業
（ 注 ） １

合 計
調 整 額
（ 注 ） ２

四半期連結
損益計算書
計 上 額
（ 注 ） ３

82,052 64,604 35,484 26,635 59,458 24,057 292,292 － 292,292

1,145 230 3,492 783 4,845 9,092 19,590 △ 19,590 －

83,198 64,834 38,976 27,419 64,304 33,149 311,883 △ 19,590 292,292

12,697 3,477 4,741 826 195 1,115 23,053 285 23,339

（注）１.「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、以下の事業セグメントを含んで

　　おります。　

　　　設備の保守・整備、航空事業、ビル管理メンテナンス業、保険代理店業等

２.セグメント利益の調整額285百万円は、セグメント間取引消去額であります。

３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

営業収益

営業収益

セグメント利益

セグメント利益

外部顧客に対する営業収益

ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部営業収益
又 は 振 替 高

外部顧客に対する営業収益

ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部営業収益
又 は 振 替 高

計

計
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４. 補足情報 

中期経営計画数値目標の見直し 

名鉄グループでは、平成28年３月期を初年度とする３ヶ年計画「名鉄グループ中期経営計画 ～ＰＬＡＮ１２３～」（平成27

年３月公表）において、最終年度にあたる平成30年３月期の数値目標として下記の４指標を設定しております。 

しかしながら、計画公表時と比べまして、消費税増税の延期をはじめ、円高が進行した為替相場や低水準で推移している燃料

価格など、当社グループを取り巻く事業環境に重要な変化が生じていることから、以下のとおり計画最終年度の目標値を見直

しいたします。 

  

 
平成30年３月期 

（従来） 
平成30年３月期

（見直し後） 

ＲＯＥ（純利益／自己資本） 7.5％ 8.0％

ＲＯＡ（営業利益／総資産） 3.5％ 3.8％

純有利子負債／ＥＢＩＴＤＡ（※）倍率 6.0倍 5.5倍

株主資本比率 20.0％

⇒ 

20.0％

※純有利子負債：有利子負債－現預金・短期有価証券 

ＥＢＩＴＤＡ：営業利益＋減価償却費 
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